B-12 アカゲザルの中枢神経系におけるタキキニン受容体発現の検討 by 鈴木, 秀典 & 永野, 昌俊
Title B-12 アカゲザルの中枢神経系におけるタキキニン受容体発現の検討
Author(s)鈴木, 秀典; 永野, 昌俊








a Dry Deciduous Forest in Northwestern Madagascar. Ph. 



































つである NK-2 の mRNA 発現を検討し, アカゲサル視床
を主として中枢神経系において広く発現がみられるこ
とを確認した. 今年度はタンパクレベルの NK-2 発現を
検討した. 4 歳オスアカゲサルから脳組織を部位別に採
取し,  凍結薄切標本を作製し, オートラジオグラフィ
ーにて標識 NK-2 リガンドの結合を観察した. コントロ
ールとして高い NK-2 タンパク発現が報告されている腸















































 そこで, 今年度の共同利用においては, これまで解析
をおこなっていないエリマキキツネザル 1 体とさらに
正確な傾向を把握する事を目的として, チンパンジー1
体の詳細な解析を実施した. これら 2 種の霊長類は, 過
去の心臓自律神経系の研究史においては記載済みでは







た為, 論文として出版を行った (Kawashima and 
Thorington. 2011. Comparative morphological configuration 
of the cardiac nervous system in lorises and galagos 
(Infraorder Lorisiformes, Strepsirrhini, Primates) with 






下北半島脇野沢 A-87 群（山の群れ）と A2-85 群（民
家周辺の群れ）の個体数は依然増加傾向にあり, 出産率
はそれぞれ 30%と 50％であった.1997～2006 年,2006～
2010年で比較したところA -87群では個体数はどちらも
1.8 倍,遊動面積は 1.1 倍, 1.6 倍であった. A-85 群は,個体
数は 2 倍, １倍（’09 年に 21 頭捕獲のため）, 遊動域は, 
